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アル・アクサ洪水第７２６日目：イスラエル軍がガザ地区の病院を包囲する中、トランプ
氏の提案が明らかになる  
 Palestine Chronicle, ２０２５年９月３０日、脇浜義明訳 

 

主要事項 

 ＊米国のガザ停戦提案は、数日間、匿名の米高官がリークしたものだけがメディアで報道されていたが、やっと昨日２９

日になって、ホワイトハウスはその要点を箇条書きにして発表した。 

 ＊イスラエル軍は相変わらずガザ回廊攻撃を続け、民間インフラや病院を破壊した。 

 ＊ガザのパレスチナ保健省によると、２０２５年１０月７日以降のイスラエルの攻撃の犠牲者数は、死者６６，０５５

人、負傷者１６８，３４６人となり、その多くは女性と子どもである。 

 

最新情報 

９月３０日    １１：４８ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：パレスチナ抵抗勢力はガザ市を最前線の戦場として戦い、至近距離でイスラエル兵を攻撃

し、戦車や軍車両を破壊したと発表した。イスラエル側も兵士の死傷者の発生を認めた。 

 ＊ネタニヤフ首相府：国際刑事裁判所から指名手配されているネタニヤフの首相府は、政府が全員一致でダビド・ジニ

をシン・ベト長官に５年任期で任命することを承認したと発表した。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アクサ殉教者病院によれば、ガザ回廊中部のデイル・アル・バラフへのイスラエル軍の

ドローン攻撃による死者は、子ども１人とジャーナリスト１人を含む６人となった。 

 ＊イスラエル・メディア：今日の閣議で、イタマール・ベン・グヴィル国家安全保障大臣はネタニヤフ首相を、米国提

案のガザ停戦計画で譲歩したことを、強く批判した。 
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 ＊イスラエル・メディア：ネタニヤフ首相は、今日の閣議の冒頭で、トランプ大統領のガザ停戦計画に関する詳細な報告

書を政府と安全保障内閣に提出すると述べた。 

９月３０日    １１：３６ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：米国衣料企業リーボック社は、国際スポーツ界のイスラエル・ボイコット運動にもかかわら

ず、イスラエル代表チームのユニフォームから自社ロゴの削除を命じたというイスラエル・メディアの報道を否定した。 

９月３０日    ９：２１ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：歴史的パレスチナを分割したあの欺瞞的なパレスチナ分割取引以降ずっと、イスラエルがみ

んなを口車に乗せて騙してきたことが、明らかになった。ジェレミー・ソルトの小論を読まれたい。 

９月３０日    ９：１３ｐｍ 

 ＊イタリア国防省：イタリア国防省は、グローバル・スムード船団の護衛に派遣したフリゲート艦を、船団が海岸から

１５０海里（２７８キロメートル）に達した時点で撤退すると発表した。イタリアのジョルジャ・メロニー首相は、「ガザ

への支援船団の活動を停止することを強く求める。それ以外の選択肢は和平の障害になり得る」と言った。 

 ＊パレスチナ赤三日月社：イスラエル軍がエルサレム北の町カフル・アカブを襲撃し、パレスチナ人１人が負傷した。 

 ＊Walla：イスラエル治安当局高官の話では、「抗議船団」は「ヨム・キピール」にあたる木曜日に到着すると予想され、

海軍をはじめすべての治安機関が船団の動きに警戒態勢を敷いている。 

９月３０日    ８：２９ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：アムネスティ・インターナショナルは、スムード船団がガザ沿岸の高リスク海域に接近して

いるので、イスラエルからの脅威を心配して、国際社会に船団保護を要請する声明を出した。 

 ＊イスラエル・メディア：イスラエル・ハヨム紙は、ギデオン・サール外相はトランプ計画を修正することは計画拒否と

同じだと言った。また、チャンネル１５は、米国大統領が提示した計画には交渉の余地がなく、受諾が拒否かの二つしかな

いと言う政府高官の言葉を報じた。 

９月３０日    ８：１９ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：昨日ホワイトハウスで行われたネタニヤフ首相とトランプ大統領の共同記者会見では、非常

に期待されていた「和平提案」は提示されず、両政府の地域戦争へのコミットメントの再確認だけであった。 

９月３０日    ８：１７ｐｍ 

 ＊Walla：安全保障関係の高官はWalla に対し、停戦協議があるけれども軍事行動の強度を緩める意図はないので、ガザ

攻撃は今後数日間激化するであろうと述べた。軍事行動の長さと強度はハマスの提案に対する反応次第だ。軍事行動増加は

すでに承認を得ており、ハマスが否定的反応をしたら、いっそう攻撃範囲を拡大する。 

 ＊アル・クッズ旅団：昨日、我らの戦士が、イスラエル軍が残した「ＣＢＵミサイル」を使って、それをガザ市南の８番

街にある敵のイッサ軍事拠点付近に事前に仕掛けて、敵の歩兵部隊に対して爆発させた。イスラエル軍機が死傷者を運ぶた

めに着陸するのを目撃した。 

 ＊ハアレツ紙：イスラエル治安当局は、グローバル・スムード船団を護衛する海軍部隊を派遣した国の海軍に連絡を取

り、イスラエル海軍と交戦する意図はないという確約を得た。 

 ＊アル・ジャジーラ：カタールのモハンメド・ビン・アブドゥルラフマン・アル・サーニー首相兼外相はアル・ジャジ

ーラに対し、トランプの計画を昨日ハマス交渉団に伝えたが、これまでのところ話し合いは一般論に留まっていると述べ

た。サーニー首相兼外相は関係者すべてが建設的に捉え、戦争終結の糸口になることを期待していると述べ、ハマスは他

の党派やグループと協議が必要であるため。まだ答えていないと言った。彼は、トランプ計画は戦争終結という主要目標を

述べているが、いくつかの問題は明確化と交渉を必要とすると言った。カタール政府はハマスに、戦争終結、飢餓と殺害と

強制避難の終結を最優先にしていることを伝えた。 

 ＊アル・カッサム旅団：我々は、昨日午後、ガザ市南部のテル・アル・ハワ地区のロザリー・シスターズ学校内で、そこ

に駐屯するイスラエル兵と車両を攻撃した。至近距離から発砲してイスラエル兵を死傷させた。また、イスラエル軍の装甲

兵員輸送車２台にスタン爆弾を投げ入れて、乗組員を死傷させた。また、「アル・アマル・アル・フィダイ」爆弾でメルカ

ヴァ戦車を破壊し、ヘリコプターが負傷者を搬送するために着陸するのを確認した。 

https://www.palestinechronicle.com/palestine-and-partition-the-rise-and-fall-of-the-two-state-solution-part-two/
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  ＊アル・カッサム旅団：我々は２日前の日曜日に、ガザ市のアッサブラ地区南で、強力な手作り爆発装置（IED)を使っ

てメルカヴァ戦車を破壊した。 

 ＊「責任ある国政術」：イスラエルの「責任ある国政術」は、イスラエルが米国の企業クロックタワーX と６００万ドル

の契約を結び、AI を用いて自国の主張や談話を世界に発信する計画を明らかにした。報道によると、クロックタワーX

は、デジタル・コンテンツの管理、アルゴリズムの操作、及びイスラエルの姿勢に沿った AI フレームワークの開発を行

う。 

９月３０日    ７：３８ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：トランプ米大統領は、昨日、ガザに関する新たな２０項目の提案の詳細を発表し、双方がこ

れに合意すれば「戦争は直ちに終結する」と述べた。 

＊パレスチナ・クロニクル：西岸地区で、エルサレムとベツレヘムの間のアル・ハデル交差点付近で自動車による突入作戦

が発生し、イスラエル兵２人が負傷した。容疑者は射殺された。 

９月３０日    ７：０９ｐｍ 

 ＊パレスチナ抵抗委員会声明：パレスチナ抵抗委員会のアイメン・アル・シェシュニヤ書記長は、トランプ計画はシオニ

スト国家とその入植地計画の要求を全面的に取り入れていると言った。彼は、それを、パレスチナ問題を消し去るネタニヤ

フの夢を助け、植民地主義的条件でガザを再編し、中東地域の同盟の拡大によってイスラエルの孤立を救おうとする試みだ

と説明した。 

 ＊アル・ジャジーラ：スポーツウェア・メーカーのリーボックは、イスラエル代表サッカー・チームとの協力関係を終

了し、契約をすべて解除したと発表した。次の国際試合からチームのユニフォームからリーボックのロゴを削除すると発

表した。 

 ＊アル・カッサム旅団：アル・カッサム旅団は、元人質の米国籍のイスラエル兵イダン・アレクサンダーが軍に復帰して

ガザで戦うと宣言したことを受け、人質の頃トンネル内で旅団の戦士が彼の命を助けたシーンの映像を、イダン・アレク

サンダーへのメッセージとして公開した。 

 ＊アクシオス：アクシスは、ハマスに提示されたトランプ政権の停戦計画合意案がアラブ諸国・イスラム諸国が合意した

案とは大きく異なると報じた。イスラエル側ネタニヤフ首相及びロン・デルメル大臣と、米側のスティーヴン・ウィトコフ

特使とジャレッド・クシュナー大統領顧問との会談のとき、イスラエル側が修正変更を要求したのだ。変更されたのは主と

してイスラエル軍のガザ撤退の条件と期日に関するところだった。サウジアラビア、エジプト、ヨルダン、トルコはこれに

憤慨している。  

 ＊イスラエル・メディア：イスラエル・ベイテイヌ党のアヴィグドール・リーベルマン党首は、もしハマスがトランプ

計画を拒否したら、ガザとの国境通路をすべて閉鎖し、援助物資、電力、水、燃料を完全停止すると明確に宣言するよう

に、ネタニヤフに求めた。 

 ＊パレスチナ・メディア：地元からの報告によると、イスラエル軍のクワドコプター・ドローンがガザ市西部のアッシー

ファ病院に有毒ガス弾を投下した。 

 ＊アル・ジャジーラ：トランプ大統領は、自分の和平計画案へのハマスの回答期限は３～４日間だと繰り返して言った。

ハマスが提案を拒否すれば、「イスラエルにやるべきことをやらせる」と恫喝した。 

 ＊ハマス声明：パレスチナ人の車突入作戦は、人民がイスラエルの犯罪を黙って甘受しないことを示している。我々は射

殺された作戦実行者を追悼し、彼の犠牲はパレスチナ人民の自由への道を切り開くだろうと宣言する。人民の抵抗の増加は

沈黙を拒否するという明瞭なメッセージである、イスラエルの残虐行為のバックファイヤーだ。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アウダ病院の報告によると、ガザ回廊中部のアル・ヌセイラト難民キャンプ東へのイス

ラエル軍の空爆で、パレスチナ人３人が死亡、数人が負傷した。 

 ＊イスラエル・メディア：チャンネル１２は、アル・カデル交差点の自動車突入事件の実行犯を援助した容疑者が逮捕さ

れたと報じた。イスラエル軍ラジオ放送は、実行犯は交差点で数人に車で体当たりした後に、銃撃され、負傷し、逮捕され

た。事件後、西岸地区南部の「トンネル道路」が閉鎖された。 
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 ＊イスラエル・メディア：イスラエル軍ラジオ放送は、軍筋の話として、エルサレムとベツレヘムの間のトンネル検問所

で銃撃戦があったと報じた。イスラエル軍ラジオ放送は、アル・ハデル交差点でも銃撃戦があったという報告を受けてお

り、事の真相を調査中だと付言した。チャンネル１２は、これは車による体当たり攻撃と銃撃を含む複合攻撃だと報じた。 

９月３０日    ５；４７ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：今日のイスラエル軍のガザ回廊各地への攻撃で、援助物資を求めているときに殺害された家

族を含めて４３人が死亡した。また、飢餓による死者は４５３人になった。 

９月３０日    ３：０２ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：病院筋によると、今日夜明けからのイスラエルの攻撃で４３人が死亡した。そのうち１８人

は、ガザ回廊中部で援助物資配給を求めているときに殺害された人々。 

 ＊カン：グローバル・スムード船団の５０隻以上の船がイスラエルが拿捕できる区域に入った。政治指導部は、どんなこ

とがあっても船舶をガザに入域させてはならないと指示した。海軍は海上で船団を拿捕する準備を進めている。関与する船

舶が多いために、身柄拘束した活動家たちを大型軍艦で移送する予定である。拿捕した船はアシュドッド港へ曳航するが、

中には沈没する船もあるかもしれない。 

 ＊イスラエル・メディア：イタマール・ベン・グヴィル国家安全保障大臣はクネセトで、自分の党に所属する議員に、

トランプ大統領の提案について今日会合を開くことを求めた。 

 ＊カタール外務省：カタール外務省のマジェド・アル・アンサリ報道官は、カタールは米国の戦争終結に向けた取り組み

に感謝すると言った。彼は、カタールとエジプトはトランプ和平案をハマスに伝え、ハマスをそれをきちんと検討すると

約束したが、正式回答には少し時間がかかるだろうと言った。 

 ＊ロシア政府：ロシアは、トランプのガザ計画が実施されて中東に平和がくることを期待すると言った。 

 ＊ガザ保健省：ガザ回廊で飢餓による栄養失調で死亡した人は、子ども１５０人を含む４５３人である。国連が公式にガ

ザの飢餓を宣言して以来、栄養失調による死亡者は、子ども３５人を含む１７５人である。 

 ＊ネタニヤフ：ネタニヤフ首相は、パレスチナ国樹立には同意しない、和平合意にはそれは明記されていないと言った。 

 ＊ガザ保健省：医療チームは、医薬品と物資の深刻な不足のために、破局的問題に直面している。我々は、イスラエル

が意図的に緊急医療支援を妨害し、患者や負傷者の危機を悪化していることを非難する。我々は、医療物資が確実にガザに

届き、医療サービスの崩壊を防ぐための行動を早急にとることを、関係機関に要請する。 

９月３０日    １２：５３ｐｍ 

 ＊パレスチナ・クロニクル：ロイター通信によると、ハマス交渉員は仲介者に対し、「誠意を持って」提案を検討してか

ら正式回答をすると伝えた。パレスチナ・イスラム聖戦（PIJ)のジヤード・アンナハラー書記長は、トランプ提案を「完全

な米とイスラエルの合意に過ぎない」と一蹴し、「イスラエルの立場を細かい点まで正確に反映し」「パレスチナ人に対する

侵略を継続させる処方箋」だと述べた。 

９月３０日    １０：４７am 

 ＊パレスチナ・メディア：アッシーファ病院の医療スタッフは、ガザ市で子ども１人が栄養失調と治療不可のために死亡

したと報告した。 

９月３０日    １０：４６am 

 ＊イスラエル・メディア：野党指導者ヤイル・ラピッドは、和平提案は１年半前にも提起されていた。それを実施してお

れば人質、兵士、そして数千人の負傷者を救うことが出来たはずだと主張した。 

 ＊イスラエル・ハヨム紙：イスラエル兵の家族がガザ戦争終結を要求して、テルアビブ近郊のアヤロン幹線道路を封鎖し

た。 

 ＊パレスチナ・メディア：地元筋によると、ガザ回廊中部のネツァリム回廊付近の援助物資配給所で、配給を待つパレス

チナ人にスラエル軍が発砲した。 

 ＊パレスチナ・メディア：アル・アクサ病院の報告では、イスラエル軍のデイル・アル・バラフの一軒の家への空爆で、

パレスチナ人６人が死亡し、他に何人かが負傷した。 

９月３０日    ７：１３am 
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 ＊ニュースのまとめ 

・避難民への攻撃；ナセル総合病院の報告では、ハーン・ユーニス西の避難民テントへの攻撃で、一家族３人が死亡した。  

・空爆と砲撃；イスラエル機はハーン・ユーニス西のアル・マワシ地区を空爆し、ガザ市西のアンナセル地区を砲撃した。  

・米国務長官：マルコ・ルビオ国務長官は、トランプ大統領の優先事項は人質解放と戦争終結で、彼の計画はそれを可能に

するものだと言った。 

９月３０日    ４：３０am 

 ＊ニュースのまとめ 

・ガザ空爆；地元筋によれば、イスラエル軍機がハーン・ユーニス西のアル・マワシ地区を空爆した。  

・西岸地区空爆：西岸地区トゥルカレムの北にある町シダとアラールをイスラエル機が空爆した。  

・グローバル・スムード船団に関する最新情報；自由の船団管理部は、船団がガザ沖へ近づくにあたり、国際社会からの

支援を要請した。参加者の国の政府に船舶の護衛を要請した。国際法に基づく通行の自由と人道支援の権利を主張すると同

時に、トルコ、イタリア、スペイン、そして世界の各国に対し、口頭支援を具体的行動な行動に移すことを求めた。 

９月３０日    ３：１０am 

 ＊ニュースのまとめ 

・トランプ計画への国際社会の反応；西側諸国、一部のアラブ・イスラム諸国の指導者、地域パートナーは、トランプ計画

を強く支持した。欧州理事会議長、ドイツとトルコの外相は計画を歓迎、ドイツ外相はそれを「歴史的機会」と呼んだ。パ

レスチナ自治政府もこれを歓迎し、トランプ大統領の和平を導き出す能力に信頼を表明した。 

・ハマスに合意を促す声；オランダの首相と英国の首相は、ハマスにトランプ大統領の提案を承認するように強く求めた。

特にスターマー英首相はハマスに、武器を放棄し、人質全員を解放するようにはっきり求めた。  

・ガザ市における虐殺；イスラエル軍がガザ市南部のアッサブラ地区の住宅を空爆し、多数の死者と行方不明者などの死

傷者が出た。 

・ヌセイラト難民キャンプ空爆；イスラエルの無人機がヌセイラト難民キャンプの北の住宅への空爆で、５人が負傷した。 

西岸地区襲撃；イスラエル軍はナブルスの西にある村ベイト・イバを襲撃した。  

・グローバル・スムード船団；３隻の船の故障で数時間遅れたが，航海を再開した。 

・予想される拿捕；船団は現在ガザ沿岸から約３０５海里の地点にいる。参加者たちは「オレンジゾーン」を超える準備

を整えている。近日中にイスラエル海軍が拿捕にやってくることを予想して、準備を進めている。 

９月３０日    １２：３２am 

 ＊アル・ジャジーラ：トランプ大統領とのニューヨーク会談に参加したアラブとイスラムの諸国は共同声明を発表し、ト

ランプ大統領の平和を構築する能力への信頼を表明し、彼のガザ戦争終結に向けた誠意ある努力を歓迎すると述べた。  

 ＊イスラム聖戦運動：トランプ・ネタニヤフの共同記者会見で彼らが述べた発言は地域を引き続いて侵略して破壊する処

方箋だ。 

 ＊ニューヨークタイムズ：ニューヨークタイムズが実施した世論調査によると、パレスチナを支持する米国民は３５％

で、２０２３年１０月７日の数週間後の調査の２０％より増加した。 

 ＊ホワイトハウス：ホワイトハウスはトランプ大統領のガザ計画の主要部分を発表した。それによると、＋イスラエルは

ガザを占領や併合をしない。＋イスラエル軍は段階的にガザから撤退し、暫定的国際安定部隊が派遣される。＋国際部隊は

ガザ回廊に展開し、パレスチナの治安警察の訓練と支援を行い、独立監視団の下で、抵抗勢力の武装解除プロセスを監督

する。＋人道支援は国連と赤三日月社を通して提供・配分される。＋ガザ復興は専門委員会によって監督される。＋ハマス

など各党派やグループが約束を守る保証が確立され、彼らはガザ統治に関与しない。＋ガザからの移住は強制されないし、

移住した者は帰還の権利を有する。 

 ＊イスラエル・メディア：国民統一党のベニー・ガンツ党首は、トランプ計画は実施され。人質は返還され、治安が維持

され、ハマスのガザ支配は廃止されなければならないと言った。彼は「小心な政治」によってトランプの取り組みを損なっ

てはいけないと言った。 

９月２９日    １１：５５ｐｍ 
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 ＊パレスチナ・クロニクル：トランプのガザ戦争とジェノサイド終結提案に最終的判断を下すのは時期尚早である。 

９月２９日    １０：２３ｐｍ 

 ＊ネタニヤフ、トランプ計画支持：ネタニヤフ首相はトランプ大統領のガザ戦争終結案への支持を表明した。彼の発言を

例示する。「私はトランプのガザ戦争終結計画を支持する。」「トランプ計画は人質全員を帰還させ、ガザが二度とイスラエ

ルへの脅威にならないようにしている。」「計画はハマスとパレスチナ自治政府を排除した政府にガザを暫定統治させるとし

ている。」「トランプ計画は、死者も生者もふくめすべての人質を返還させ、ハマスに武装解除させる。」「我々は、パレス

チナ自治政府がいくつかの条件を満たさない限りガザ統治に関与させないというトランプの姿勢を称賛する。」「パレスチナ

国承認はイスラエルにとって存在論的危険となる。」「パレスチナ自治政府は扇動をやめ、国際裁判所でイスラエルを追及す

るのをやめなければならない。」「我々としては、ハマスをガザから追放することもふくめ、トランプ計画の目的をすべて

達成しなければならない。」「トランプ計画で世界は良い方向に変化するだろう。」「我々は戦勝して平和をもたらすために新

しい方策をとるだろう。」「トランプはイスラエルがこれまでホワイトハウスで持った友人の中最も大きい親友だ。」「我々は

米国とともに歩めば不可能なことはない。」 

 ＊トランプ大統領：トランプ大統領は、ガザ戦争終結努力に言及して、世界は今「昔から長くあった問題の解決を目撃し

ている」と宣言した。さらに彼は、自分のメッセージはガザ戦争を終わらせるだけではなく、「中東に恒久的平和」を築く

ことだと言った。トランプは、ネタニヤフ首相とガザ戦争終結の方法を議論したと説明し、後程中東に平和を築く包括的原

則を発表する予定だと言った。トランプは、アラブとイスラムの諸国に指導者、並びにヨーロッパの同盟諸国に対し、米国

の原則に前向きの姿勢を示したことに感謝し、ネタニヤフにトランプ和平計画に同意したことに感謝した。 

９月２９日    ９：３０ｐｍ 

 ＊ホワイトハウス：ホワイトハウスはトランプ大統領のガザ戦争終結に向けた包括的計画の詳細を発表した。要点を列挙

すると、イスラエルの停戦承認後７２時間以内に人質を生死にかかわらず全員解放すること、和平に向けた政治的展望の同

意のためのイスラエルとパレスチナの間の対話を始めること、双方に納得に基づいてガザ戦争を終わらせること、国連や人

道団体からの援助物資を直ぐにガザへ搬入することなど。 

 ＊パレスチナ・メディア：病院筋によると、今日夜明けからのイスラエル軍の攻撃で３９人のパレスチナ人が死亡、その

うち２８人はガザ市の死者 

 


